
<審 議日程>

2回 目 12月 20日  審 議

1回 目 11月 19日  諮 問 ・審議

○諮問内容説明

○審議内容

1 学 校給食の意義 ・役書J

2 学 校結食センターの運営体制

3 食 材の調達方法

4 価 格高騰の影響

5 給 食費の負担

O前 回のご意見の確認

○前□追加要望のあつた資料に関する説明

O審 議内容

6 結 食費の改定経過

7 価 格の者え方

8 給 食提供日数

9 給 食費改定の効果

10市 民所得の推移

○答申のまとめの力向性について

1月 28日  審 議

○審議内容

11答 申 (案)
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平成 30年 度 第 3回 帯広市学校給食センター運営委員会 議 事概要 (修正案)

日 時   平 成 30年 11月 19日 (月) 10:30～ 11:36

4 議 事

(1)給 食費の改定について  P4上 段部分

〔修正前〕

【委 員 】 別の米のご飯を食べるとアレルギー症状を起こす事例があり、今の良質で安全安心

な米を今後も使用してほしい。

〔修正後〕

【委 員 】 少数ではあるが、一部の米の銘柄によってはアレルギー症状が出てしまう子供もい

る。現在の 「yesク リーン米ななつばし」は、安心して食べられているので、妻半

れ零装単堪尋半楽翼単ヨ掌掌牟〒主食である米の銘柄選びには、十分注意してほしい。

資料9

平成 30年度 第 3回 帯広市学校給食センター運営委員会

主なご意見 Bご質問の内容 (修正案)

〔平成30年 11月19日 (月)開催〕

3 食 材の調達方法                    〔 関連資料～資料 1(P8)及 び資料 3〕

主なご意見 ・ご質問 事務局説明

・道産米人気で高値の 「ななつばし」から、別

の安価な米の使用を検討しては。

〔修正前〕

・別の米でアレルギーを起こす事例があり、今

道内の8割 の市町村が公益財団法人北海道学

校給食会から米を購入しており、同会が取り

まとめて大量購入することで、価格交渉力が

強まり、市況に影響されず年間を通じて安定

的に安価な購入が可能となつている。の良質な米を使用 してほしい。

〔修正後〕

・少数ではあるが、一部の米の銘柄によつては

アレルギー症状が出てしまう子供もいる。現

在の 「yesク リーン米ななつばし」は、安

心して食べられているので、妻等義ギ裏や巻

主食である米の銘柄選び

には、十分注意 してほしい。

学校給食会から野菜も購入しているのか。 野菜は地元 JA等 から購入している。学校給

食会は様々な物資を扱っているが、本市は、

主食の精米と小麦粉を中心に購入している。

精米と小麦粉の価格の推移に関する資料を次

回運営委員会で用意してほしい。

次回用意する。
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日 時

場 所

出席者

【会議次第】

1 開 会

平成 30年 度 第 4回 帯広市学校給食センター運営委員会 議 事概要

平成 30年 12月 20日 (木) 10:00～ 11:42

帯広市学校給食センター 2階  研 修室

【委 員 】萩野委員、鎌田委員、大和田委員、渡退委員、高橋委員、金尾委員、

谷保委員、松本委員、立川委員、安回委員、秋元委員、耕野委員

【事務局】中野部長、山下企画調整監、黒島学校教育指導室長、

稲葉センター長、石田業務担当課長、泉係長、下森主任

議事

(1)第 3回運営委員会議事概要の確認

【委 員 】前回、米アレルギーの話をしたことが、多くの事例のようにとらえられて

いないか心配。

【事務局】本日の委員会終了後、事務局で整理し、皆さんに確認させてもらいたい。

(2)給 食費の改定について

① 「前回のご意見の確認」及び 「前回追加要望のあつた資料に関する説明」について

【事務局】資料 9「第 3回 運営委員会 主なご意見 ・ご質問の内容」、資料 10「精米と

小麦粉の価格の推移」、資料 11「就学援助について」、資料 12「チラシ お

しらせ 給 食費の改定について検討しています」に基づき説明。

(委員からの質問 ・意見等)

【委 員 】保護者向けのチラシを配付して、何かリアクションはあつたのか。

【事務局】特にない。

【委 員 】就学援助について、約2%が 未納者と聞いているが、就学援助費から給食費

に支払われている金額はいくらくらいか。また、経済的な理由以外で支払

つていない人の理由は何か。

【事務局】就学援助から給食費を支払つている人は、平成29年度で2,484人、金額は

1億 1千 520万円程度となつている。経済的以外で給食費を支払つていない

人の理由については、給食を申し込んでいないので支払う必要がないとい

う考えの人もいる。

【委 員 】義務教育なのにどうして払わなければならないのか、という考え方の人も

いると聞いたことがあるが、そのような人へは、どのような対応をしてい
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るのか。

【事務局】現年度分については、学校で集める仕組みになつているので、学校から催

促してもらつている。過年度分は、給食センターでの対応となるが、督励

や集金を行つている。

【事務局】いろいろな考え方の人がいるが、帯広市の制度として保護者に負担しても

らっていることを、督促や徴収等を通じてお願いしている。

【委 員 】文科省から出されるガイドラインはどのような内容か。

【事務局】先生方の働き方改革の視点で、負担を軽減するため地方自治体で給食費徴

収を一元管理するよう、今年度中にまとめると聞いている。

【事務局】電算システムを利用して徴収する仕組みを推奨しており、その内容を見て

帯広市のシステムを検討していく予定でいる。

【委 員 】一元管理ができれば、いろいろな理由により給食費を支払つてもらえない

人へのT寧 な対応が出来るようになるのか。

【事務局】これまでもT寧 な対応を行つてきているが、一元化になっても、現年度分

を給食センターで徴収することになるだけで、アプローチの回数が増える

等の大きな変化は考えていない。引き続き、T寧 な対応を行つていく。

② 「給食費の改定経過」「1面格の考え方」及び 「給食提供日数」について

【事務局】資料 13「給食費の推移」、資料 14「平成 30年度北海道内各都市及び十勝管

内町村の学校給食費との比較」、資料 15「帯広市立小中学校の長期休業日の

見直しについて」に基づき説明。

(委員からの質問 B意見等)

【委 員 】陸別町は給食費無料だと思うが、表に記載されているのは何故か。

【事務局】保護者の負担はないが、かかっている経費を給食費として載せている。

【委 員 】無料にしている町村はどこか。

【事務局】陸別町、浦幌町、足寄町となつている。

【委 員 】帯広市では、無償化の検討はしたことがあるのか。

【事務局】帯広市では学校給食法に則つて給食費を徴収しているので、検討した経過

はない。

【委 員 】意見として、これを機会に今後、無償化の検討をしてほしい。

【委 員 】今回の諮問に対して異論は無いが、値上げの理由が食材の価格高騰による

という情勢変化になんとか追いついていこうという程度に感じる。農業大

国、十勝 口帯広だからこそできる、より充実した学校給食を提供していく

という、あるべき姿をイメージしながら抜本的に学校給食をどうしていく

のかという議論の場も必要だと思う。

【事務局】改定理由が価格高騰だけでなく、給食をどうしていくのかという視点も必

要と考えている。運営委員会の場を使いながら、皆さんから意見をもらつ

て考えていきたい。給食費を誰が負担するのかということと、給食のあり
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【委 員 】

【事務局】

【委 員 】

【事務局】

【委 員 】

方については別のものとして考えていく。

給食費の推移の資料で、平成 3年度に給食費凍結とあるが、どのような内

容か。

平成元年に消費税 3%が 導入されたが、それを据え置いたと捉えている。

軽減税率が適用されず 10%に なった場合、給食費もその分あげるのか。

現段階で想定していないが、軽減税率が適用されない場合は、保護者負担

をお願いすることになると思う。

小学校の給食費が全道で 32番 目というのは、どうとらえたらいいのか。給

食センターの努力なのか、食料王国だから低価格の食材を調達できるから

なのか、他市に比べると見劣りするのか。

帯広市はフライヤーという揚げ物機を導入しており、食材費のみで提供で

きるが、ある市ではフライヤーが無く、出来あがつた物を購入しているた

め、給食費に差が現われている部分もあると考えられる。

外から見ると十勝は食料王国と見られており、そこの給食はどう見られて

いるかとか、お金だけの問題ではない考え方も必要だと思う。

【事務局】

【委 員 】

③ 「給食費改定の効果」及び 「市民所得の推移」について

【事務局】資料 16「給食費改定の効果」、資料 17「平成 30年度税務統計 (抜粋)」に

基づき説明。

(委員からの質問 ・意見等)

【委 員 】今回の給食費改定は、長年に渡り食材価格が上昇してきたので、その影響

を受けて質的な劣化を元のレベルに復元する程度になるのではないかと感

じるがどうか。

【事務局】ご指摘のとおりだが、献立の工夫や調達の工夫により効果が現れるよう取

り組んでいく。

【委 員 】伝え方の問題かもしれないが、工夫してほしい。

【委 員 】食材費の高騰分を上げるのは仕方ないと思う。実際に献立を立てるのは栄

養士だと思うが、栄養士的には改定の効果をどのように考えているのか。

【事務局】これまでも年間予算の中で、例えば地場産野菜をどれくらい使えるかとい

うことを考えてやつてきている。帯広は他町村より多く使つていると思つ

ている。献立の工夫や、メリハリ、行事食を考えながら、献立を立ててき

た。副食費が圧迫されてきた分が平成27年度レベルになるのであれば、例

えば高価な地場産の牛肉や長芋なども使えるようになると期待している。

【事務局】今回は副食費が圧迫されている分の価格改定を諮問したが、改定額が妥当

かというと難しいところ。今までも食材価格が高騰する中、いろいろなエ

夫をしながら給食を提供してきた。地産地消、行事食の提供等の幅が狭ま

つてきたが、給食の役割を達成するために、もう少し余裕を持った形で運

営させてほしいと考えている。実際にどんな給食を提供できるのかという
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④

【委

部分については、皆さんからの意見を参考に検討していきたい。

【委 員 】保護者が一番望むことは安全安心である。そのためであれば、多少の値上

げは理解できる。

【委 員 】業者からの食材の提供がある場合もあると聞いたが、しょっちゅうあるも

のではないと思うので、栄養士的には今回の値上|ず額で大丈夫なのか。も

っと上げてほしいのではないか。

【事務局】献立を立てる上で、やはり地元のものが安全であり、旬のものは価格が下

がつて使いやすかつたりするので、できるだけ旬のものを使い、価格との

バランスを考えて献立を立てている。あとどれくらい上がればいいかと言

われると難しい。

【委 員 】′卜学校、中学校時代の食事が、大人になつても忘れられない味になつてほ

しいと思つている。安心でおいしい食事を目指すチャンスだと感じている。

「答申のまとめの方向性」について

(委員からの意見)

員】これまでどおり安全でおいしい給食を提供していただきたいので、値上tず

で良いと思う。

【委 員 】給食費は受益者負担、自分が食べたものは自分で払うのが原則だと思う。

無償化している自治体は政策で行つているので、そこを踏まえた上での考

えが必要と思う。平成 27年度に戻るだけという考え方もあるが、現状より

は地産地消の推進やバリエーションの部分でできることが増えると思う。

今回の改定は苦渋の決断だと思うし、資料も読ませてもらつたが、方向性

は諮問どおりでよい。

【委 員 】今回の食材費の価格高騰に伴う値上げという部分では仕方ないのかなと思

う。また、給食というのは毎年同じレベルを維持するものだと思うので、

もっと頻繁に価格改定を行つてもよいと思う。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数増のいずれもやむなしと思う。食材費の受益

者負担という原則はあると思うが、保護者の立場からすると給食というの

は、選ぶことができない。選ぶことができないものの金額を上げるのは慎

重にしてほしいし、自治体として子育て世代をどうしていくのかというこ

とも含めて考えてほしい。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数増については仕方ないと思う。これからは、

理想と現実をどう伝えていくかが重要だと思う。安全安心を基本とした十

勝ならではの楽しい学校給食を考えてほしいと思う。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数増のいずれも諮問どおりでよいと思う。要望

として、今後、今回のように各家庭にチラシを配付する際には安心安全メ

ールで周知してほしい。また、帯広市と道内の一番高い給食費の都市との

差額を補助して、地産地消の推進や行事食の充実に充ててはどうかと思う。
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【委 員 】給食費改定は仕方ないと思う。給食費が道内各都市と比べるとかなり安い

が、フー ドバレー十勝を掲げる市として、低価格でも安全でおいしい給食

を作つていつてほしい。家庭内で上の高校生の子が下の中学生の子にその

日の給食の献立を聞くことがあり、子どもにとって小中学校の思い出に給

食の占める割合は大きい。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数増はやむなしと思う。将来に向けて、思い出

に残る帯広らしい給食を目指してほしい。全国一の給食を目指せる地域だ

と思うので、機会があればそういう話もしていきたい。

【委 員 】いろいろな話を聞いて、改めて感謝している。給食費の値上げについては

賛成する。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数の増については、諮問どおりでよい。意見と

して、本国のような有意義な議論を今後も続けてほしい。また、安全安心

でおいしい十勝らしさあふれる日本一の学校給食を提供するという観点か

ら、価格の決定については、より柔軟に検討してほしい。

【委 員 】給食費単価の改定、給食日数の増については、了解できる。日本を代表す

る農業地域だからできる給食の目指す方向性があると思うが、そういうこ

とを触れつつ答申書をまとめてほしい。

【事務局】皆さんから、目指すべき給食とかフー ドバレー等のキーワー ドの意見をい

ただいた。これらをまとめて次回に提出したい。

(3)そ の他

(委員からの意見 ・要望等)

【委 員 】資料の送付については、メールを活用してもらつてもかまわない。

【事務局】検討させてもらう。

【委 員 】学校給食費の徴収方法について、郵便局からしか納められないと聞いたこ

とがあるが、どのようになつているのか。

【事務局】弓|き落とし手数料は保護者に負担してもらつているが、農村地区の農協か

らの組換を除くと、郵便局は 1回 10円で他の金融機関より安いことから、

使つている。

・次回の開催予定について

【事務局】次回の開催は、平成 31年 1月 28日月曜日を予定している。

・平成30年度学校給食嗜好調査の結果について

【事務局】昨年度に続き、学校給食についての嗜好調査を実施した。結果については、

各学校への配付やホームページでの公開をする予定となつている。

・12月クリスマスメニューの紹介 (北海道全調理師会帯広支部からの提案)

【事務局】北海道全調理師会帯広支部が、今年の 9月 27日木曜日に北海道ホテルで行

われた 「美味とかち大収穫際」の中で 「学校給食～新たなメニューの思い
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出づくり～意見交換会」にて提案されたメニューを学校給食で提供するこ

ととなつた。メニューとしては、主食の 「いろいろ豆のピラフ」、主菜の 「鶏

じゃが～ トマ ト・カレー風味」となつている。12月 26日水曜日、稲田小学

校に北海道全調理師会帯広支部から 3名 訪問し、児童と一緒に給食を食べ

る交流給食会を実施する。

・1月の学校給食週間特別献立について

【事務局】1月 24日から30日が全国学校給食週間となつており、帯広市では地場産食

材を使つた献立と国内姉妹都市の特産物を使つた献立を提供している。今年

度については、大分市の特産物を使つた献立や郷土料理を提供する予定とな

つている。

(委員からの質問 口意見等)

【委 員 】学校給食週間では、子どもたちが、その日のメニューが姉妹都市大分市の給

食だとわかつて食べているのか。

【事務局】給食だよりに掲載しており、学校でも周知していただいている。

【委 員 】全調理師会のメニューは、1回で終わりなのか。せっかく子どものために考

えてくれたメニューなので、もったいないと思う。

【事務局】1回で終わりでなく、今後も提供していく予定となつている。

3 閉 会
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平成 30年度 第 4回 帯広市学校給食センター運営委員会

主なご意見 口ご質問の内容

〔平成 30年 12月 20日 (木)開 催〕

O 前 回のご意見の確認

O 前 回追加要望のあつた資料に関する説明

6給 食費の改定経過、7価 格の考え方、8給 食提供日数

〔関連資料 一資料 9～12〕

〔関連資料 ―資料 13～15〕

主なご意見 。ご質問 事務局説明

保護者向けのチラシを配付して、何かリアク

ションはあったのか。

特にない

就学援助について、約 2%が 未納者と聞いて

いるが、就学援助費から給食費に支払われて

いる金額はいくらくらいか。また、経済的な

理由以外で支払つていない人の理由は何か。

就学援助費から給食費を支払つている人は、

2,484人、金額は 1億 1千 520万円程度とな

つている。また、給食を申し込んでないので

支払う必要がないという考えの人もいる。

義務教育なのにどうして払わなければならな

いのか、という考え方の人もいると聞いたこ

とがあるが、そのような人へはどのような対

応をしているのか。

・現年度分については、学校で集める仕組みに

なっているので、学校から催促 してもらつて

いる。過年度分は、給食センターでの対応と

なるが、督励や集金を行つている。

・いろいろな考え方の人がいるが、帯広市の制

度として保護者に負担してもらつていること

を、督促や徴収等を通じてお願いしている。

文科省から出される給食費のガイ ドラインは

どのような内容か。

先生方の働き方改革の視点で、負担を軽減す

るため、地方自治体で給食費徴収を一元管理

するよう今年度中にまとめると聞いている。

電算システムを利用して徴収する仕組みを推

奨しており、その内容を見て帯広市のシステ

ムを検討していく予定でいる。

主なご意見 ・ご質問 事務局説明

無料にしている町村はどこか。

帯広市では無償化の検討をしたことがあるの

か。

意見として、これを機会に今後、無償化の検

討をしてほしい。

陸別町、浦幌町、足寄町となつている。

帯広市では、学校給食法に則つて給食費を徴

収しているので検討したことはない。

給食費を誰が負担するのかということと、給

食のあり方については別のものとして考えて

いく。
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今回の諮問に対して異論は無いが、値上げの

理由が食材の価格高騰によるという情勢変化

になんとか追いついていこうという程度に感

じる。農業大国、十勝 ・帯広だからこそ出来

る、より充実した学校給食を提供していくと

いう、あるべき姿をイメージしながら抜本的

に学校給食をどうしていくのかという議論の

場も必要だと思う。

給食費の推移の資料で、平成 3年 度に給食費

凍結とあるが、どのような内容か。

改定理由が価格高騰だけでなく、給食をどう

していくのかという視点も必要と考えてい

る。運営委員会の場を使いながら、皆さんか

ら意見をもらつて考えていきたい。

平成元年に消費税

を据え置いたとと

3%が 導入されたが、それ

らえている。

9給 食費改定の効果、10市 民所得の推移

今回の給食費改定は、長年に渡り食材価格が

上昇してきたので、その影響を受けて質的な

劣化を元のレベルに復元するという程度にな

るのではないかと感じるがどうか。

・食材費の高騰分を上げるのは仕方ないと思う。

実際に献立を立てるのは栄養士だと思うが、栄

養士的には改定の効果をどのように考えている

のか。

〔関連資料 一資料 16～17〕

献立の工夫や調達の工夫により効果が現れる

よう取り組んでいく。

。これまでも年間予算の中で、例えば地場産野

菜をどれくらい使えるかということを考えてや

つてきている。帯広は他町村より多く使つてい

ると思つている。献立の工夫やメリハリ、行事

食を考えながら献立を立ててきた。副食費が圧

迫されてきた分が、平成 27年度レベルになるの

であれば、例えば高価な地場産の牛肉や長芋な

ども使えるようになると期待している。

軽減税率が適用されず 10%に なった場合、給

食費もその分上げるのか。

・小学校の給食費が全道で 32番 目というのは、

どうとらえたらいいのか。給食センターの努

力なのか、食料王国だから低価格の食材を調

達できるからなのか、他市に比べると見劣り

するのか。

・外から見ると、十勝は食料王国と見られてお

り、そこの給食はどう見られているのかとか、

お金の問題ではない考え方も必要だと思う。

現段階で想定していないが、軽減税率が適用

されない場合は、保護者負担をお願いするこ

とになると思う。

・帯広市はフライヤーという揚げ物機を導入し

ており、食材費のみで提供できるが、ある市

ではフライヤーが無く、出来あがつた物を購

入しているため、給食費に差が現われている

部分もあると考えられる。

主なご意見 ・ご質問 事務局説明
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O 答 申のまとめの方向性について

主なご意見

。これまでどおり安全でおいしい給食を提供していただきたいので、値上げで良いと思う。

・給食費は受益者負担、自分が食べたものは自分で払うのが原則だと思う。無償化している自治体

は政策で行つているので、そこを踏まえた上での考え方が必要と思う。平成 27年度に戻るだけ

という考え方もあるが、現状よりは地産地消の推進やバリエーションの部分でできることが増え

ると思う。今回の改定は苦渋の決断だと思うし、資料も読ませてもらつたが、方向性は諮問どお

りでよい。

。今回の食材費の価格高騰に伴う値上げという部分では仕方ないと思う。また、給食というのは毎

年同じレベルを維持するものだと思うので、もつと頻繁に価格改定を行つてもよいと思う。

・給食費単価の改定、給食日数増については、いずれもやむなしと思う。食材費の受益者負担とい

う原則はあると思うが、保護者からの立場からすると給食は選ぶことができない。選ぶことがで

きないものの金額を上げるのは慎重にしてほしいし、自治体として子育て世代をどうしていくの

かということも含めて考えてほしい。
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・給食費の改定、給食日数の増については仕方ないと思う。これからは、理想と現実をどう伝えて

いくかが重要だと思う。安全安心を基本とした十勝ならではの楽しい学校給食を考えてほしいと

思う。

・給食費単価の改定、給食日数増のいずれも諮問どおりでよいと思う。要望として、今後、今回の

ように各家庭にチラシを配付する際には、安心安全メールで周知してほしい。また、帯広市と道

内の一番高い給食費の都市との差額を補助して、地産地消の推進や行事食の充実に充ててはどう

ブ)。ヽ

・給食費改定は仕方ないと思う。給食費が道内各都市と比べるとかなり安いが、フー ドバレー十勝

を掲げる市として、低価格でも安全でおいしい給食を作つていつてほしい。家庭内で、上の高校

生の子が下の中学生の子にその日の給食の献立を聞くことがあり、子どもにとつて小中学校での

思い出に給食の占める割合は大きい。

・給食費の改定、給食日数の増はやむなしと思う。将来に向けて、思い出に残る帯広らしい給食を

目指してほしい。全国
一の給食を目指せる地域だと思うので、機会があればそういう話もしてい

きたい。

・いろいろな話を聞いて感謝している。給食費の値上げについては、賛成する。

・給食費単価の改定、給食日数増については、諮問どおりでよい。意見として、本日のような有意

義な議論を今後も続けてほしい。また、安全安心でおいしい十勝らしさあふれる日本一の学校給

食を提供するという観点から、価格の決定については、より柔軟に検討してほしい。

・給食費単価の改定、給食日数の増については了解できる。日本を代表する農業地域だからできる

給食の目指す方向性があると思うが、そういうことを触れつつ答申書をまとめてほしい。
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平成 31年 1月 28日

帯広市教育委員会

教育長  鳴  崎  隆  則  様

帯広市学校給食センター運営委員会

会長 萩  野  泰  幸

給食費の改定について (答申)

平成 30年 11月 19日付け帯教給第 124号で諮問を受けたこのことについて、下記

のとおり答申します。

記

1 答 申内容

審議の結果、給食費の改定は妥当であると意見が一致しました。

2 答 申理由

近年、精米や小麦粉などの主食やおかずなどの副食に要する食材の価格が高騰し

ており、子ども達が給食を通して、自分たちが暮らす地域への理解を深め、食に関

わる様々な文化などを学ぶために必要な多様な食材の調達が困難になつてきてい

ます。

また、年間の給食提供日数が教育内容の充実などに伴い、増加してきていること

に加えて、来年度からは長期休業期間の見直しが予定されており、現行の基準日数

では、必用な食材の調達に支障を来すことが強く懸念されます。

昨今の経済情勢をみると、保護者の経済的負担の増加を極力少なくするなどの配

慮が必要ではありますが、食育の推進など学校給食の役割を十分に果たしていくた

めには、給食費の改定はやむを得ないとの結論に至りました。

3 付 帯意見

十勝 ・帯広の特色を活かした、思い出に残る帯広らしい給食の提供を目指し、地

場産食材の積極的な導入を進め、さらなる食育の推進に努めていただきたい。
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